
「警告」ではなく「声かけ」

車社会の新しいコミュニケーション。

人間の拡張された身体ともいえる車。

しかし、車で発することができるコミュニケーション手段は危険を知

らせるクラクションしかなく、法律上、その使用は制限されています。

そのため路上では感謝を伝える「サンキューハザード」のような非公

式のサインが自然発生し、ドライバーたちはなんとか角が立たないよ

うな意思疎通を他者と図ろうとしています。

ベルホーンは、ハンドル中央の通常クラクション（約110dB）の下部

に、高音域を抑えた専用の小型ホーンを用い、保安基準下限である

８７dBの角の取れた優しい音が鳴るエリアを配置するデザインです。

危険回避の「警告」と、他者へ配慮する「声かけ」をドライバーが直感

的かつ身体的に使い分けられるようにします。

路上にささやかなケアの言語を。
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